
CM⽅式の活⽤事例（教育施設）

事業名 事業主体名 事業区分 CM⽅式導⼊の⽬的 資料事業名 事業主体名 事業区分 CM⽅式導⼊の⽬的 資料

江⼾川区⽴松江⼩学校外改築事業 東京都江⼾川区 学舎建替事業
継続する建替事業に向けた事業
遂⾏ノウハウの吸収による事業
実施体制の構築

PDF
実施体制 構築

⾼知⼯科⼤学国際交流会館
建設事業

⾼知県公⽴⼤学
法⼈

（公⽴⼤学）
学舎建設事業

市場価格が把握しにくい特殊な
デザインの施設における適正な
価格評価

PDF

⼤阪府⽴⼤学先端バイオ棟・サイ
エンス棟新築事業

公⽴⼤学法⼈
⼤阪府⽴⼤学
（公⽴⼤学）

学舎建築事業 同時並⾏する複数事業間の適切
な調整による⼯期遅延の抑制 PDF

公⽴⼤学法⼈
⼤阪府⽴⼤学学舎改修等整備事業

公⽴⼤学法⼈
⼤阪府⽴⼤学
（公⽴⼤学）

学舎改修事業
（耐震補強、内部改修）

改修⼯事における⼯期・予算内
での適切な設計変更対応 PDF

⼤妻学院本館改築事業 学校法⼈⼤妻学院 学舎建築事業
分割発注した⼤規模事業におけ
る⼯事間調整による統 品質の PDF⼤妻学院本館改築事業 学校法⼈⼤妻学院

（私⽴学校） 学舎建築事業 る⼯事間調整による統⼀品質の
確保

PDF

学習院キャンパス総合整備事業 学校法⼈学習院
（私⽴学校） 学舎建築事業

⼤規模複数事業における発注者
要求品質⽔準の確保と適正なコ
スト管理

PDF（私⽴学校） スト管理

麗澤瑞浪中学・⾼等学校
校舎等改修事業

学校法⼈廣池学園
（私⽴学校） 学舎等改修事業

時間的制約により競争性確保が
困難な事業における適正なコス
ト管理

PDF

湘南⽩百合学園幼稚園建替事業
学校法⼈

湘南⽩百合学園
（私⽴学校）

幼稚園舎建替事業
地域が求める防災機能の拡充に
向けた関係者間の調整と設計条
件の設定

PDF




ＣＭ方式の活用事例（江戸川区立松江小学校外 改築事業）


事業概要
事業名 江⼾川区⽴松江⼩学校外 改築⼯事


区内全106校の区⽴⼩ 中学校の⽼朽化 の対応を
事業主体：東京都江⼾川区


事業区分 学舎建替事業
事業規模（事業費） 改築⼯事全体 約30億円 うち新校舎 約24億円


発注⽅式 設計施⼯分離⽅式


事業規模
（⾯積等）


延べ床⾯積 約８,500㎡ 地上3階
RC造


区内全106校の区⽴⼩・中学校の⽼朽化への対応を
⽬的として計画的かつ継続的に実施する校舎の⻑期
改築プロジェクトにおいて、パイロット事業として
位置付けられた松江⼩学校外３校の校舎改築事業


CM導⼊の⽬的・⽀援内容


〈事業の抱える課題〉 〈CM導⼊の成果〉 〈業務実施体制〉
【地域意⾒を踏ま た計画 ⽴案】


◎継続する建替事業に向けた事業遂⾏ノウハウの吸収による事業実施体制の構築


【地域意⾒を踏まえた計画の⽴案】
各校の将来需要や敷地制約、地域ニーズ等の
諸条件を反映した校舎の建替計画が必要


CMRの過去の経験やノウハウを活かし 設計の各


本校のCM業務で得た技術的ノウハウを、翌年の他
２校の建替計画にも反映。また、地元への説明会
や懇談会の意⾒を反映した建築計画をCMRが作成
した事で、スムーズな地域合意が実現


発注者


CMR設計者 意⾒の反映、各種調整


各種協議、
報告


各種協議、
報告


【施⼯中の学習環境対策】


学校施設として華美な意匠や躯体費の㎡単価を他


CMRの過去の経験やノウハウを活かし、設計の各
段階において予想されるリスクを先読みした設
計・施⼯計画の照査により、合理性と安全性を兼
ね備えた建替計画が実現


地元懇談会


意⾒収集⽀援、
調整⽀援


意⾒収集・
調整


【学校施設としての仕様・性能の適正管理】


【施⼯中の学習環境対策】
解体時の騒⾳や仮設校舎の安全性など、児童
の学習環境に配慮した建替計画の⽴案と対策
コストの把握が必要


 業務実施体制への取組
• プロジェクト⽴ち上げ当初は、建築担当者3⼈と設備


関係の兼務者2⼈の計5⼈体制で発⾜。
• CMRが基本構想段階から関与し、設計者選定や基本・【継続実施に向けた施設建替技術の蓄積】


学校施設として華美な意匠や躯体費の㎡単価を他
事例と⽐較しながらコストアップの原因を特定し、
翌年発注の他２校の施設配置や構造計画にも反映
した事で、仕様とコストの適正化が実現


CM業務の３年間で、品質・コスト・⼯程管理等の


：契約関係 ：情報の流れ


【学校施設としての仕様 性能の適正管理】
発注者が定める統⼀仕様・コストに基づき、
学校施設として過不⾜のない設計内容での
106校の建替え実施が必要


契約概要 CM⽅式活⽤のポイント（発注者の声）


CMRが基本構想段階から関与し、設計者選定や基本
実施設計照査まで包括的に⽀援。


• 課内体制も数年間で建築5⼈・設備5⼈の計10⼈まで
増強し、建替ノウハウの吸収と普及体制を構築。


⻑期間継続的に実施する建替のためのノウハ
ウを、発注者として蓄積することが必要


技術的ノウハウやプロポーザルの発注ノウハウを
習得し、予定通り年度毎に内製化率を増やした結
果、本格始動に向けた課内体制構築が実現


CM⽅式活⽤ステージCM業務契約⽅式
事業
計画


基本
設計


実施
設計 施⼯ 管理


• CMRが持つ多⽅⾯の知識や⼈材、実績データ等を活⽤できた点は⾮常に有効であった
が、最終的な決断は地⽅公共団体が⾏うという意識が重要。


• 設計、施⼯、事業全体のマネジメントなど、CMR各社で得意分野が異なるため、発注
者が望むニーズに応じたCMRを選定することが重要。


• 当初はCM⽅式に関する知識が全くなく、⽀援内容や役割分担にも認識のズレが⽣じる
ことがあったので、発注仕様書の中で予め明確にしておくことが重要。


・契約期間：平成21年4⽉から平成23年8⽉まで
※事業計画に基本構想・基本計画を含む


・発注⽅式：公募型プロポーザル
・CMR：明豊ﾌｧｼﾘﾃｨﾜｰｸｽ㈱
・契約⾦額：約27,000千円







【詳細】事業概要
江⼾川区では、耐⽤年数が超過しつつある全106校の⼩中学校を対象に、⽼朽化への対応を⽬的として毎年


3校程度の継続的な改築⼯事を予定している そのため 最初に改築を⾏った本事業をパイロット事業として3校程度の継続的な改築⼯事を予定している。そのため、最初に改築を⾏った本事業をパイロット事業として
位置付け、数年後を⽬途に発注者で安定的に改築⼯事を実施できる体制を確⽴することとした。


当初の事業（松江⼩学校改築）の基本〜実施設計、⼯事請負者の決定に⾄るまでの各段階においてCMＲを
活⽤しながら、学校施設に関する技術的ノウハウを吸収し、翌年の2校（船堀⼩学校、第⼆葛⻄⼩学校）の基
本構想・基本計画にも施設配置計画や意匠・構造計画等にそのノウハウを反映させながら発注者の体制強化を本構想・基本計画にも施設配置計画や意匠・構造計画等にそのノウハウを反映させながら発注者の体制強化を
⽬指した。


出典）江⼾川区松江⼩学校パンフレット 江⼾川区







【分類】CM業務導⼊の⽬的（課題）・成果


• CMRの知⾒を活かし 基本構想・基本計画を策定• CMRの知⾒を活かし 基本構想・基本計画を策定 • 発注者の意向を逸脱した華美な設計仕様• 発注者の意向を逸脱した華美な設計仕様 品質
⽬標・課題 CMRの役割 成 果


• 経験のない学校施設建替事業を、106校均
⼀な品質で実現する⼿法が必要


• 発注者意図を⼗分に理解した設計者の選定
が必要


• 経験のない学校施設建替事業を、106校均
⼀な品質で実現する⼿法が必要


• 発注者意図を⼗分に理解した設計者の選定
が必要


• CMRの知⾒を活かし、基本構想・基本計画を策定
の上、基本設計〜実施設計の各段階で設計仕様や
施⼯計画を照査、VE提案等のアドバイスを実施


• 設計者選定プロポーザル⽅式の発注仕様書〜評価
軸の設定、評価まで⽀援


• CMRの知⾒を活かし、基本構想・基本計画を策定
の上、基本設計〜実施設計の各段階で設計仕様や
施⼯計画を照査、VE提案等のアドバイスを実施


• 設計者選定プロポーザル⽅式の発注仕様書〜評価
軸の設定、評価まで⽀援


• 発注者の意向を逸脱した華美な設計仕様
を回避


• 合理性と安全性を兼ね備えた建替事業が
実現


• 発注仕様を満⾜する設計者選定が実現


• 発注者の意向を逸脱した華美な設計仕様
を回避


• 合理性と安全性を兼ね備えた建替事業が
実現


• 発注仕様を満⾜する設計者選定が実現


 品質


• 30億円弱という⼯事⾦額に対し、品質を維
持しながらコストを圧縮する⼿法が必要


• 公共⼯事の標準単価と実際の市場価格のズ
レを考慮した適正価格の把握が必要


• 30億円弱という⼯事⾦額に対し、品質を維
持しながらコストを圧縮する⼿法が必要


• 公共⼯事の標準単価と実際の市場価格のズ
レを考慮した適正価格の把握が必要


• CMRの過去の実績を基に、細⽬別費⽤⼀覧表を作
成して、縮減対象細⽬を抽出


• 最新の市場単価情報を基に、建設コストの妥当性
を評価


• CMRの過去の実績を基に、細⽬別費⽤⼀覧表を作
成して、縮減対象細⽬を抽出


• 最新の市場単価情報を基に、建設コストの妥当性
を評価


• コストアップの要因を特定し、翌年に発
注する他２校の設計にも反映することで
建設コストの圧縮が実現


• コストアップの要因を特定し、翌年に発
注する他２校の設計にも反映することで
建設コストの圧縮が実現


 コスト


• 予め決定事項とその時期を設定・管理し
たことで設計⼯程の遅延を回避


• 地元要望を反映した建築計画によりス
ムーズな地域合意が可能となり、⼯程遅


• 予め決定事項とその時期を設定・管理し
たことで設計⼯程の遅延を回避


• 地元要望を反映した建築計画によりス
ムーズな地域合意が可能となり、⼯程遅


 スケジュール
• 新校舎の使⽤開始時期が計画されている中


で、経験のない建替事業における⼯程遅延
リスクを明確化して事前対応することが必


• 基本設計〜実施設計の遅延リスクである地元要望、
調整の把握に関して、設計に⼿戻りが発⽣しない
時期を選定して、適時に説明会等を設定して開催
を⽀援


• CMRが設計期間内に主要条件等の確定時期を設定 延を回避延を回避


• CM委託の３年間で、品質・コスト・⼯程管理等の
技術的ノウハウと、設計者選定プロポーザル⽅式
の仕様書作成や評価⼿法等、本格始動向けた発注
者教育プログラムを提供


• CM委託の３年間で、品質・コスト・⼯程管理等の
技術的ノウハウと、設計者選定プロポーザル⽅式
の仕様書作成や評価⼿法等、本格始動向けた発注
者教育プログラムを提供


 その他 • 当初の予定通り、ノウハウを吸収しなが
ら年度ごとに発注者側で内製する業務項
⽬を増やした結果、現在はCMRなしで継
続的な建替事業が実現


• 当初の予定通り、ノウハウを吸収しなが
ら年度ごとに発注者側で内製する業務項
⽬を増やした結果、現在はCMRなしで継
続的な建替事業が実現


要 • CMRが設計期間内に主要条件等の確定時期を設定
して、進捗を管理


• ⻑期継続的な建替事業を円滑に進めるための
庁内体制構築が急務 者教育プログラムを提供者教育プログラムを提供 続的な建替事業が実現続的な建替事業が実現庁内体制構築が急務


【詳細】契約概要
〈CM⽅式導⼊プロセス〉


検討段階１．検討段階
• 経験のない学校施設の建替事業を年間３校程度安定的に実施するためには、建設事業全般に精通したCMRからの技術的ノウハウの吸収が必要と判断。
• 数年後の建替サイクル本格始動に向け、課内体制強化を⽬的としたパイロット事業としてCM⽅式の導⼊を決定。
２．選定審査段階
• CMRは⼀般公募のプロポーザル⽅式で選定。委託費の上限を公表した上で、CM業務⾒積書の評価点を10％に抑え提案内容重視で評価。


CM⽅式活⽤ステージ３．積算及び契約段階
積算⽅法は 都市開発部作成の業務分担表（設計者 発注者 CMRの役割分担表）を基に数社に参考⾒積を依頼 CM⽅式活⽤ステ ジ


事業計
画


基本
設計


実施
設計 施⼯ 管理


• 積算⽅法は、都市開発部作成の業務分担表（設計者、発注者、CMRの役割分担表）を基に数社に参考⾒積を依頼。
• 複数社応募があった中で、提案内容が多⾯的に検討され実効性を備えた内容であった点を評価し、契約。
• 翌年（翌々年）も⼀般公募でプロポーザルを⾏ったが、同上の評価により、結果として３年間全て同⼀のCMRと


契約。
・契約期間：平成21年4⽉から平成23年8⽉まで


※事業計画に基本構想・基本計画を含む







補⾜：本事例におけるCM委託の応募資格と審査基準の概要
CM業務スケジュール CMRの選定に関する事項


応募資格要件


出典）「江⼾川区⽴松江⼩学校外改築事業 発注者補助業務委託に関する募集要項」







補⾜：本事例におけるCM委託内容の概要
業務概要 業務概要B


出典）「江⼾川区⽴松江⼩学校外改築事業
発注者補助業務委託に関する募集要項」


出典）「江⼾川区⽴松江⼩学校外改築事業
コンストラクション・マネジメント業務委託 仕様書」







補⾜：本事例におけるCM業務の役割分担表
①    基本構想段階でCM契約をした場合 ⑤    ⼯事発注段階でCM契約をした場合


CMRによる CMRによる
⽀援（協働） ⽀援（協働）


CMRにアドバイス
を求めた


CMRに委託したCMRに委託した 契約に含まれた内容契約に含まれた内容
CMRにアドバイス


を求めた⽀援（協働） ⽀援（協働）
事業⽬的の設定 設計スケジュールの管理
⽴地・敷地（⽤地）の選定 ⼯事発注⽅法・区分の確定
施設計画の概要（必要機能、規模等）の概要 ○ 施⼯業者選定⽅式の検討
概算事業費の試算 ○ 施⼯会社の選定
ラフな事業スケジュールの設定 ○ 施⼯会社との契約
その他（             ） 実施設計の内容確定 ○
内部会議への出席 ○ 概算⼯事費の算出 ○


を求めたを求めた


内部会議への出席 ○ 概算⼯事費の算出 ○
外部関連会議への出席 ○ 近隣折衝の実施
②    基本計画段階でCM契約をした場合 許認可事項の申請


CMRによる VE提案・決定 ○
⽀援（協働） 内部会議への出席 ○


事業計画の作成 ○ 外部関連会議への出席 ○
基本計画の策定 ○ その他（             ）
設計与条件の設定 ○


契約に含まれた内容 CMRに委託した
CMRにアドバイス


を求めた


設計与条件の設定 ○
設計者の選定 ○ ⑥    ⼯事段階でCM契約をした場合
設計者との契約 CMRによる
内部会議への出席 ○ ⽀援（協働）
外部関連会議への出席 ○ ⼯事スケジュールの管理
その他（             ） ⼯事実施の管理
③    基本設計段階でCM契約をした場合 発注者が実施する検査業務（監理業務の検査）


CMRによる ⼯事費の管理


契約に含まれた内容 CMRに委託した
CMRにアドバイス


を求めた


CMRにアドバイスCMRによる ⼯事費の管理
⽀援（協働） 設計変更への対応


設計スケジュールの管理 ○ 竣⼯検査、引渡し
設計⽅針、設計与条件の設定 ○ 内部会議への出席
許認可事項の検討 ○ 外部関連会議への出席
⼯事スケジュールの検討 ○ その他（                                  ）
⼯事発注⽅法、区分の検討 ○
基本設計の内容確定 ○ ⑦ 維持管理段階でCM契約をした場合


契約に含まれた内容 CMRに委託した
CMRにアドバイス


を求めた


基本設計の内容確定 ○ ⑦    維持管理段階でCM契約をした場合
概算⼯事費の検討 ○ CMRによる
内部会議への出席 ○ ⽀援（協働）
外部関連会議への出席 ○ 維持管理業務内容の決定
その他（             ） 適切な維持管理費の算定
④    実施設計段階でCM契約をした場合 維持管理業者の選定（発注者⾃⾝対応を含む）


CMRによる 維持管理業者の選定
⽀援（協働） 維持管理業者との契約


契約に含まれた内容 CMRに委託した
CMRにアドバイス


を求めた


契約に含まれた内容 CMRに委託した
CMRにアドバイス


を求めた⽀援（協働） 維持管理業者との契約
設計スケジュールの管理 ○ 維持管理業者の業務チェック
⼯事発注⽅法・区分の確定 ○ 竣⼯検査、引渡し
施⼯業者選定⽅式の検討 ○ 内部会議への出席
施⼯会社の選定 外部関連会議への出席
施⼯会社との契約 その他（             ）
実施設計の内容確定 ○
概算⼯事費の算出 ○


を求めた


概算⼯事費の算出 ○
近隣折衝の実施
許認可事項の申請 ○
VE提案・決定 ○
内部会議への出席 ○
外部関連会議への出席 ○
その他（                                ）





kubota-k2v2
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ＣＭ方式の活用事例（高知工科大学 国際交流会館建設事業）


事業名 ⾼知⼯科⼤学国際交流会館建設事業
事業概要


⼤学 国際化に伴 留学⽣ 受⼊れと国際交流
事業主体：⾼知県公⽴⼤学法⼈


事業区分 学舎建設事業
事業規模（事業費） 6億円


発注⽅式 設計施⼯分離⽅式


事業規模
（⾯積等）


延べ床⾯積 2,394㎡ 地上4階
RC造


⼤学の国際化に伴う留学⽣の受⼊れと国際交流
を⽬的に、世界的な景観賞を受賞した他の建築
物と調和するデザイン及び⾼品質な材料や⼯法
を取⼊れて実施した、留学⽣⽤宿舎と国際交流
施設を有した国際交流会館新築事業


（⾯積等） RC造


CM導⼊の⽬的・⽀援内容


◎市場価格が把握しにくい特殊なデザインの施設における適正な価格評価
〈事業の抱える課題〉 〈CM導⼊の成果〉 〈業務実施体制〉
【特殊デザインとコストの適切な調整】
⼤学が求める「ランドスケープの中に違和感な
く存在感を⽰す」デザインの実現


設計思想を⼤学側とCMRで作成し、CMRが設計会
社をコントロールすることで、意匠とコストのバ
ランスある建築物が実現


CMRが設計数量をベースに、独⾃の建設市場調査
デ タに基づき積算を実施し 予定価格を算定


【市場価格をベースにした予定価格の算定】
県発注⼯事の⼊札では 不落 不調が相次いで


発注者


CMR設計者
監理者


各種協議、
是正指⽰、
報告


VE提案・検討結果報告、
品質検査報告確認、各種調整


品質検査


各種協議、
報告


【施⼯中の品質検査結果の活⽤】
定型的な品質検査では実態が把握できないため、


データに基づき積算を実施し、予定価格を算定
実勢価格ベースの予定価格によりスムーズに施⼯
者が決定


⼯事監理者からの課題解決の結果報告を受けるの
みではなく、現場で起った課題と解決⽅法をCMR


県発注⼯事の⼊札では、不落・不調が相次いで
いたため、実勢価格をベースにした予定価格に
よるスムーズな施⼯者決定が必要


施⼯者


専
⾨


専
⾨


専
⾨


元請業者


･･･


VE提案・検討結果報告、
各種調整


品質検査


定型的な品質検査では実態が把握できな ため、
細部の状況記録も含めた品質検査結果を⽤いて、
品質状況、施⼯上の留意点の共有化と改善の仕
組みが必要


 業務実施体制への取組
• 担当部署（施設管理部：6名）のうち本事業担当は1名。
• プロポーザル⽅式による設計者募集では、発注者が主
と デザイ を が主と トをチ ク


が常に把握
同様の課題が⽣じないよう、リスク管理⽅法を指
導したことにより施⼯品質が向上


【設計・施⼯段階でのコスト削減】 CMRが設計段階でのVE提案によりコスト削減を⾏


業
者


業
者


業
者


･･･


：契約関係 ：情報の流れ


としてデザインを、CMRが主としてコストをチェック。
• 施⼯段階で多数の検査対象と検査従事者がいる中で各
検査等の進捗、修補の実施状況などの情報を共有でき
るように共有メールを活⽤して情報伝達体制を補完。


契約概要


設計段階で⼯事費積算内容をチェックし、CMR
のVE提案によるコスト削減に加え、施⼯者か
らのVE提案による更なるコスト削減を期待


うとともに、施⼯者からVE提案募集する仕組み
（コスト削減の3割程度を提案者に戻す）の導⼊に
より更なるコスト削減を実現


CM⽅式活⽤のポイント（発注者の声）


CM⽅式活⽤ステージCM業務契約⽅式
・発注⽅式：随意契約
・CMR：㈱アクア
・契約⾦額：約22,500千円


事業
計画


基本
設計


実施
設計 施⼯ 管理


・契約期間：平成23年11⽉から平成25年9⽉まで


• 事業者側の構想を設計・施⼯者に専⾨的に伝えることができない場合の活⽤が効果的。
• 事業者として基準となる施⼯費⽤はどの程度なのかを把握しておくことは重要であり、
CMRを活⽤することは有効（施⼯者提出の積算結果のチェックだけでは不⼗分）。


• 設計者、施⼯者、事業者の「三⽅良し」の実現のための調整役としてCMRは有効。







【詳細】事業概要
⼤学の国際化に伴う留学⽣の受⼊れと国際交流を⽬的に、留学⽣の宿泊施設も含めた国際交流施設を建


設した事業である 留学⽣受け⼊れ時期に合わせた竣⼯時期を厳守し 世界的な景観賞を受賞したキャン設した事業である。 留学⽣受け⼊れ時期に合わせた竣⼯時期を厳守し、世界的な景観賞を受賞したキャン
パス内の他の建築物との調和できるデザイン性のある⾼品質な建築物を実現した。
⾼知⼯科⼤学は、中国の12⼤学と交流協定を結んでおり、交流などを活発に⾏っている。博⼠後期課程


特待⽣制度による留学⽣の受け⼊れを平成15年に開始しており、本国際交流施設の完成により、以前より
多数の留学⽣受け⼊れが期待される


キャンパス内の特徴ある建築物との調和
多数の留学⽣受け⼊れが期待される。


過去に試⾏したCM⽅式の教訓を踏まえた体制の変更


⾼知⼯科⼤学の⾹美キャンパス内に整備される国際交
流施設である（右下図の13番の施設）。


平成14年度に⼊札⼿続きやコストの透明性確保を⽬的
に独⾃のCM⽅式を導⼊し、CMRにアカウンタビリティ資流施設である（右下図の13番の施設）。


キャンパス全体はレンガ調とグリーン系の⼆重屋根と
いう特徴あるデザインで統⼀されている。
国際交流施設においても、このようなデザインとの調


和を前提として進められた。


に独⾃のCM⽅式を導⼊し、CMRにアカウンタビリティ資
料作成を委託するとともに、コスト縮減の際にインセン
ティブフィーを与える形で契約を締結した。あわせて通常
の請負契約と異なり、下請け専⾨業者を発注者の意向に
沿って公募により選定するなど、⾼知県内ではこれまでに
経験のない仕組みを試⾏した結果 引き渡し後の不具合が経験のない仕組みを試⾏した結果、引き渡し後の不具合が
発⽣するなど、品質の低下を招くとともに瑕疵担保責任の
所在が不明確になるなどの課題が発⽣した。
このようなことから、建築物の適切な品質確保を⽬的に


CMフィーを委託費として⽀払うピュアCM⽅式を採⽤し、
下請業者 選定⽅法も含め 品質 ト ケジ ル下請業者の選定⽅法も含めて品質、コスト、スケジュール
の総合的なマネジメント体制を構築することとした。


国際交流会館
出典）⾼知⼯科⼤学ホームページ







【分類】CM業務導⼊の⽬的（課題）・成果


周辺意匠との調和を図 た建築が実現周辺意匠との調和を図 た建築が実現構想段階から発注者（⼤学施設整備担当部署）と構想段階から発注者（⼤学施設整備担当部署）と


課題 CMRの役割 成 果


• 事業者の考える意匠や品質要望を的確に設
計や施⼯内容に反映させることが必要


• 専⾨業者が多数係わる建築事業でどの部分
でどのような不具合が発⽣し、どのように


• 事業者の考える意匠や品質要望を的確に設
計や施⼯内容に反映させることが必要


• 専⾨業者が多数係わる建築事業でどの部分
でどのような不具合が発⽣し、どのように


• 周辺意匠との調和を図った建築が実現
• VEによって縮減されたコストを品質向上
のコストに転嫁


• 検査過程で不具合発⽣箇所を確認するこ
とができ、施⼯中に同様な部位、施⼯場
所の追加確認を同時に実施することによ


• 周辺意匠との調和を図った建築が実現
• VEによって縮減されたコストを品質向上
のコストに転嫁


• 検査過程で不具合発⽣箇所を確認するこ
とができ、施⼯中に同様な部位、施⼯場
所の追加確認を同時に実施することによ


 品質 • 構想段階から発注者（⼤学施設整備担当部署）と
CMRで⼤学運営者層の考え⽅を理解した上で、設
計者、施⼯者との協議で意匠と品質とコストのバ
ランスをとる調整を実施


• 各品質検査者は、どのような品質⽬標に対してど
のように検査を実施するかの計画を提出すること


• 構想段階から発注者（⼤学施設整備担当部署）と
CMRで⼤学運営者層の考え⽅を理解した上で、設
計者、施⼯者との協議で意匠と品質とコストのバ
ランスをとる調整を実施


• 各品質検査者は、どのような品質⽬標に対してど
のように検査を実施するかの計画を提出すること


修補したかの情報を共有しながら全体の品
質の把握と向上を図ることが必要
修補したかの情報を共有しながら全体の品
質の把握と向上を図ることが必要


り、品質が向上
• 修補内容について、CMRと設計者、施⼯
者と協働で確認し、適切な修補を実現


り、品質が向上
• 修補内容について、CMRと設計者、施⼯
者と協働で確認し、適切な修補を実現


とし、役割ごとの品質検査計画を構築
• 各検査者の評価結果と修補の内容を併記する検査
結果様式を提案


とし、役割ごとの品質検査計画を構築
• 各検査者の評価結果と修補の内容を併記する検査
結果様式を提案


• 設計段階での積算⼯事費（7.8億円）を、• 設計段階での積算⼯事費（7.8億円）を、 コスト
• 周辺で不調・不落が発⽣している中で確実
に受注者を確保する必要


• 実勢価格に基づいた予定価格算定が必要
• 意匠が重視される建築で、部位ごとの⾦額
把握が必要（意匠の反映による⾦額とのバ
ランスの認識が必要）


• 周辺で不調・不落が発⽣している中で確実
に受注者を確保する必要


• 実勢価格に基づいた予定価格算定が必要
• 意匠が重視される建築で、部位ごとの⾦額
把握が必要（意匠の反映による⾦額とのバ
ランスの認識が必要）


• CMR独⾃の実勢価格調査データを⽤いて設計者の
図⾯から独⾃に積算を実施


• 構造⾯におけるコスト縮減⽅法の設計者への提⽰
• 意匠と⼯事費⽤について部位ごとに計算すること
を実施


• CMR独⾃の実勢価格調査データを⽤いて設計者の
図⾯から独⾃に積算を実施


• 構造⾯におけるコスト縮減⽅法の設計者への提⽰
• 意匠と⼯事費⽤について部位ごとに計算すること
を実施


2重屋根の取り⽌め、構造の合理化等の
VE提案や単価の⾒直しで6億円にまで縮
減


• 施⼯者の⼊札に際して、市場価格による
⾒積を求めたところ、予定価格から更な
る減額が実現


2重屋根の取り⽌め、構造の合理化等の
VE提案や単価の⾒直しで6億円にまで縮
減


• 施⼯者の⼊札に際して、市場価格による
⾒積を求めたところ、予定価格から更な
る減額が実現ランスの認識が必要）ランスの認識が必要） る減額が実現る減額が実現


• VE提案対応のために設計期間は延⻑した
が、従前に⽐べて⼊札準備期間を短縮化
できたこと、施⼯段階でのVE活動に要す
る期間の減少により、当初予定どおりに
事が


• VE提案対応のために設計期間は延⻑した
が、従前に⽐べて⼊札準備期間を短縮化
できたこと、施⼯段階でのVE活動に要す
る期間の減少により、当初予定どおりに
事が


 スケジュール
• ⼤学内部、周辺部に多国籍の留学⽣を受け⼊
れ可能な施設がないため、留学⽣の⼊居時期
に合わせた⼯事完成が必須


• ⼯事完成時期を考慮したスケジュール変更を常に
管理


• 関係者が実施すべき⼿続きを整理し、役割に応じ
た作業分担を明確化 ⼯事が完成⼯事が完成に合わせた⼯事完成が必須 た作業分担を明確化


【詳細】契約概要
〈CM⽅式導⼊プロセス〉〈CM⽅式導⼊プロセス〉
１．検討段階
• コストの透明性確保と品質の確保の両⽴を⾏うための⽀援が必要と判断。
• 東⽇本⼤震災以降の建設資材・労務費の急激な⾼騰の状況から実勢価格を踏まえた⼯事費の独⾃算定を⾏うための⽀援が必要と判断。


CM⽅式活⽤ステ ジ


２．選定審査段階
• 発注者⽀援には、⼤学側の建築物、ランドスケープの思想の理解が前提となるため、同時期に⼯事完了を迎える⼤学
内の別事業に従事していたCMRと随意契約（随意契約の前提として 単に設計者 施⼯者の⾒積単価をチェックす CM⽅式活⽤ステージ


事業
計画


基本
設計


実施
設計 施⼯ 管理


・契約期間：平成23年11⽉から平成25年9⽉まで


内の別事業に従事していたCMRと随意契約（随意契約の前提として、単に設計者、施⼯者の⾒積単価をチェックす
るのではなく、CMR独⾃に施⼯者が作成した図⾯や数量計算書から概算数量の算定および⼯事費の積算ができ、基
準価格設定ができる能⼒を有すること）。
３．積算及び契約段階
• 積算は、発注者が本業務での仕様を決め、過去の実施したCM業務費⽤と⽐較して算定。







補⾜：本事例で貢献したと考えられるCMの役割


補⾜：本事例におけるCMRが実施した主たる業務内容補⾜ 本事例における が実施した たる業務内容


出典）発注者提供資料







補⾜：本事例におけるCM⽅式導⼊の具体的な成果


■本事業で特筆すべき効果 ■他の事業にも有効と考えられる効果


出典）発注者提供資料







補⾜：本事例におけるCM業務の役割分担表
①    基本構想段階でCM契約をした場合 ⑤    ⼯事発注段階でCM契約をした場合


CMRによる CMRによる
⽀援（協働） ⽀援（協働）


契約に含まれた内容 CMRに委託した
CMRにアドバイス


を求めた
契約に含まれた内容 CMRに委託した


CMRにアドバイス
を求めた⽀援（協働） ⽀援（協働）


事業⽬的の設定 ○ 設計スケジュールの管理 ○
⽴地・敷地（⽤地）の選定 ○ ⼯事発注⽅法・区分の確定 ○
施設計画の概要（必要機能、規模等）の概要 ○ 施⼯業者選定⽅式の検討 ○
概算事業費の試算 ○ 施⼯会社の選定
ラフな事業スケジュールの設定 ○ 施⼯会社との契約 ○
その他（             ） ○ 実施設計の内容の検証 ○
内部会議への出席 ○ 概算⼯事費の算出 ○


を求めた を求めた


外部関連会議への出席 ○ 近隣折衝の実施
②    基本計画段階でCM契約をした場合 許認可事項の申請


CMRによる VE提案・決定（決定は発注者） ○
⽀援（協働） 内部会議への出席 ○


事業計画の作成 ○ 外部関連会議への出席
基本計画の策定 ○ その他（             ）
設計与条件の設定 ○


契約に含まれた内容 CMRに委託した
CMRにアドバイス


を求めた


設計者の選定 ○ ⑥    ⼯事段階でCM契約をした場合
設計者との契約 ○ CMRによる
内部会議への出席 ○ ⽀援（協働）
外部関連会議への出席 ○ ⼯事スケジュールの管理 ○
その他（             ） ⼯事実施の管理 ○
③    基本設計段階でCM契約をした場合 発注者が実施する検査業務（監理業務の検査） ○


CMRによる ⼯事費の管理 ○
⽀援（協働） 設計変更への対応 ○


契約に含まれた内容 CMRに委託した
CMRにアドバイス


を求めた


契約に含まれた内容 CMRに委託した
CMRにアドバイス


を求めた


⽀援（協働） 設計変更への対応 ○
設計スケジュールの管理 ○ 竣⼯検査、引渡し ○
設計⽅針、設計与条件の設定 ○ 内部会議への出席 ○
許認可事項の検討 ○ 外部関連会議への出席 ○
⼯事スケジュールの検討 ○ その他（    ）
⼯事発注⽅法、区分の検討 ○
基本設計の内容確定 ○
概算⼯事費の検討 ○


を求めた


内部会議への出席 ○
外部関連会議への出席 ○
その他（             ）
④    実施設計段階でCM契約をした場合


CMRによる
⽀援（協働）


設計スケジュールの管理 ○ ⑦    維持管理段階でCM契約をした場合


契約に含まれた内容 CMRに委託した
CMRにアドバイス


を求めた


⼯事発注⽅法・区分の確定 ○ CMRによる
施⼯業者選定⽅式の検討 ○ ⽀援（協働）
施⼯会社の選定 維持管理業務内容の決定
施⼯会社との契約 適切な維持管理費の算定
実施設計の内容確定 維持管理業者の選定（発注者⾃⾝対応を含む）
概算⼯事費の算出 ○ 維持管理業者の選定
近隣折衝の実施 ○ 維持管理業者との契約
許認可事項の申請 維持管理業者の業務チェック


契約に含まれた内容 CMRに委託した
CMRにアドバイス


を求めた


許認可事項の申請 維持管理業者の業務チェック
VE提案・決定 ○ 竣⼯検査、引渡し
内部会議への出席 ○ 内部会議への出席
外部関連会議への出席 ○ 外部関連会議への出席
その他（    ） その他（             ）
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ＣＭ方式の活用事例（大阪府立大学先端バイオ棟・サイエンス棟新築事業）


事業概要


平成17年度の公⽴⼤学法⼈化及び⼤阪府 事業名 ⼤阪府⽴⼤学先端バイオ棟 サイエンス棟新築事業
事業主体：公⽴⼤学法⼈ ⼤阪府⽴⼤学


平成17年度の公⽴⼤学法⼈化及び⼤阪府
⽴⼤学等３校の再編・統合に伴い策定し
た施設整備プランに基づき、研究施設の
統合と先端化を⽬的に、同⼀キャンパス
内において同時期に実施した２棟の学舎
新築事業


事業名 ⼤阪府⽴⼤学先端バイオ棟・サイエンス棟新築事業
事業区分 学舎建築事業


事業規模（事業費） ⾮公開
発注⽅式 設計施⼯分離⽅式
事業規模
（⾯積等）


先端バイオ棟：延べ床⾯積 7,296㎡ 地上4階 RC造
サイエンス棟：延べ床⾯積 7,412㎡ 地上4階 RC造


CM導⼊の⽬的・⽀援内容


新築事業


◎同時並⾏する複数事業間の適切な調整による⼯期遅延の抑制
〈事業の抱える課題〉 〈CM導⼊の成果〉 〈業務実施体制〉


（⾯積等） ,


【改築経験のない発注者体制の補完】
施設整備の経験がない職員が発注⼿続きから
設計、施⼯、竣⼯検査まで対応する必要


発注者体制の補完により、少⼈数の職員でも2棟同
時に施⼯のマネジメントが可能となり、予定され
た品質、コスト、⼯期で改築が実現 発注者


設計者


各種協議、
報告


⼀括請負⽅式


程管理 品質管理 各種調整


特別⽬的会社
(資⾦調達、建物保有）


【隣接する複数⼯事間の調整】
学⽣をはじめ周辺住⺠も利⽤する同⼀のキャ
ンパス内で2棟同時に施⼯することから実施時
期の調整に加え、⼯事実施時期の学校運営
（授業、研究、各種試験）への騒⾳、振動な
ど影響の最⼩限化や歩⾏者動線の安全性 の


2棟の⼯事は設計者、施⼯者ともに別の発注先で
あったがCMRが⼯事の調整することで、安全性へ
の配慮と学校運営の影響を最⼩限に抑えた⼯事が
実現


施⼯者


専 専 専


元請業者


CMR設計者
監理者


⼯程管理、品質管理、各種調整


⼯程管理、品質管理、各種調整
品質検査


ど影響の最⼩限化や歩⾏者動線の安全性への
配慮が必要


 業務実施体制への取組
• 特別⽬的会社（SPC）は、設計管理、⼯事管理能⼒を
保有していないためCMRがその機能を代⾏。


【施⼯者に対する明確な要求⽔準の提⽰】
確保すべき品質を整理した明確な要求⽔準を


⼤学施設として確保すべき品質が表現された要求
⽔準書の作成をCMRが⽀援し、その⽔準を満たす


専
⾨
業
者


専
⾨
業
者


専
⾨
業
者


･･･


：契約関係 ：情報の流れ


保有していないためCMRがその機能を代⾏。
• 本来の事業主体である⼤学法⼈はCMRと直接的な契約
は結んでいないが、設計、施⼯、移転などの品質に関
する内容はCMRと調整する権限を保有。


契約概要 CM⽅式活⽤のポイント（発注者の声）


確保すべき品質を整理した明確な要求⽔準を
提⽰することが必要


⽔準書の作成をCMRが⽀援し、その⽔準を満たす
施⼯者選定を実現


CM業務契約⽅式
・発注⽅式：公募型プロポーザル
・CMR：⽇建設計ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ・


ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ㈱
・契約⾦額：⾮公開


• 各種発注⼿続き、検査結果、費⽤内訳に透明性が求められる中、第三者の⽴場でCMR
が存在することは効果的。


• 多様な関係主体からの意⾒を集約し、技術的な⾒地から対応の可否を評価して最適解を
導く必要性が多いほど効果的。


• 施⼯者の選定についても、競争⼊札⽅式を原則とする中で、品質に関する要求⽔準書作
成をCMRに⽀援してもらうことはコストと品質の両⽴に有効。


CM⽅式活⽤ステージ
事業
計画


基本
設計


実施
設計 施⼯ 維持


管理


・契約期間：平成19年2⽉から平成21年3⽉まで







【詳細】事業概要
⼤阪府⽴⼤学は、平成17年度の公⽴⼤学法⼈化と3⼤学の再編・統合に伴い、少⼦化、グローバル化への対


応に向けて⾼度な教育 研究活動の基盤整備を⽬的とした学舎の新築整備 耐震補強等の施設整備プランを策応に向けて⾼度な教育、研究活動の基盤整備を⽬的とした学舎の新築整備、耐震補強等の施設整備プランを策
定した。
本事業は、再編・統合後の早期に4棟新築した事業のうち、同時期に同⼀キャンパス内で建設した2棟（先


端バイオ棟新築事業、サイエンス棟新築事業）の新築事業である。
２棟の⼯事は設計者 施⼯者ともに異なる会社で⾏われたため ⼯事調整や建築費⽤の考え⽅の整合性など


【同⼀キャンパス内での同時施⼯】
2棟の建設場所とキャンパス内の通路幅員、学⽣等の動線の関係から⼯事⾞
両動線の集約と学内⾏事と⼯事内容を組み合わせた⼯事調整が必要（図1）


２棟の⼯事は設計者、施⼯者ともに異なる会社で⾏われたため、⼯事調整や建築費⽤の考え⽅の整合性など
複数の関係者間の調整が重要な⼯事であった。


両動線 集約 学内⾏事 事内容 組 事調 要（図 ）
【SPC事業におけるCMRの役割】
⼤学法⼈とCMRは直接契約関係にはないが、⼤学法⼈がSPCとの⻑期割賦払
いの契約内でCMRに建築物に関する品質の協議事項条件を求めることで⼤学
法⼈側の意向を反映できる仕組みを構築（図2）


【設計、⼯事発注の仕組み】
設計者 施⼯者の発注者はSPCであるが その発注⽅式についてはCMRに提設計者、施⼯者の発注者はSPCであるが、その発注⽅式についてはCMRに提
案を求め、また、その決定過程では⼤学法⼈側の意向が反映される仕組み
（全ての意向が反映されるわけではなく、事業スキームが成⽴する範囲内で
CMRが助⾔する）を構築（図3）


図2 プロジェクト全体図とCMRの役割


先端バイオ棟 【発注者】府大学舎等整備センター（特別目的会社：SPC）


CMR（発注者の代行として発注者の立場に立って業務実施）


サイエンス棟


工事施工者（公募型一般競争入札による一括発注方式）


移
転


初
度
調


設計事務所（設計・工事監理業務）


図1 新棟2棟の配置図 図3 本スキームでのCMR、設計会社、施⼯会社の契約関係図
出典）学舎整備事業におけるCM⽅式の導⼊について 平成20年7⽉ 公⽴⼤学法⼈ ⼤阪府⽴⼤学


転
作
業


調
弁
備
品







【分類】CM業務導⼊の⽬的（課題）・成果


• この時期に改正された建築基準法への対応• この時期に改正された建築基準法への対応 品質
⽬標・課題 CMRの役割 成 果


• 経験の少ない⼤学法⼈内の限られた⼈材で
品質を管理する必要


• 経験の少ない⼤学法⼈内の限られた⼈材で
品質を管理する必要


• ⼤学側の要望を技術的な品質基準を含めた要求⽔準
書として具体化


• ⼤学側の要望を技術的な品質基準を含めた要求⽔準
書として具体化


• この時期に改正された建築基準法への対応
をはじめ、⼤学側の必要機能も満たした建
築物が実現


• この時期に改正された建築基準法への対応
をはじめ、⼤学側の必要機能も満たした建
築物が実現


 品質


• 設⽴団体（⼤阪府）からの施設整備補助⾦• 設⽴団体（⼤阪府）からの施設整備補助⾦ • 全体コストの増加防⽌のため、施⼯段階の条件変更• 全体コストの増加防⽌のため、施⼯段階の条件変更
 コスト


が決まっていること、かつ事業スキーム内
で調達できた⾦額が決まっていることから
その範囲内での事業実施が必要


が決まっていること、かつ事業スキーム内
で調達できた⾦額が決まっていることから
その範囲内での事業実施が必要


に関する設計変更と⼤学側の追加要望等による設計
変更に対し、発注者の代理として設計者・施⼯者と
調整を実施


に関する設計変更と⼤学側の追加要望等による設計
変更に対し、発注者の代理として設計者・施⼯者と
調整を実施


• 調達可能な資⾦内で事業を実現• 調達可能な資⾦内で事業を実現


 スケジュール
⼤学側の授業カリキュラムが決定していたた


• 設計段階から綿密な⼯程計画を⽴案し、さらに⼯事
で当初予定外の事象が発⽣した場合も早期に再調整


• 改正された建築基準法へ申請期間も含めて
当初⽬標とした事業⼯程どおりに事業が完
了


• 教育活動などの⼤学業務を継続しながら事
業を実現


• 改正された建築基準法へ申請期間も含めて
当初⽬標とした事業⼯程どおりに事業が完
了


• 教育活動などの⼤学業務を継続しながら事
業を実現


• ⼤学側の授業カリキュラムが決定していたた
め⼯期厳守が必須


• 同⼀キャンパス内で2⼯事が同時施⼯されてい
ることから異なる受注者の⼯事間調整が必要


• 学⽣等への影響を最⼩限にするため、⼤学の
⾏事予定と⼯事内容を考慮したスケジュール


で当初予定外の事象が発⽣した場合も早期に再調整
を実施


• 改正された建築基準法の構造計算適合性判定に必要
な期間が不明確であったが、事前に申請等の体制を
充実することで不確定要素に対応


• ⼯事にともなう騒⾳が発⽣しやすい時期などを当初
に抽出し かつ学内⾏事を校舎ごとに整理し 当該


• 品質等の確保と同時に競争環境の確保を⽬的に、施
⼯実績を評価した指名制度による設計者・施⼯者の


• 品質等の確保と同時に競争環境の確保を⽬的に、施
⼯実績を評価した指名制度による設計者・施⼯者の


 その他
• 適切な設計者、施⼯者の選定が実現• 適切な設計者、施⼯者の選定が実現


調整が必要 に抽出し、かつ学内⾏事を校舎ごとに整理し、当該
⼯事による影響評価や夏季休暇などの期間を踏まえ
た⼯程計画を作成


• ⼤学法⼈化されたため⼯事発注などに⼀定 ⼯実績を評価した指名制度による設計者 施⼯者の
選定⽅法を提案
⼯実績を評価した指名制度による設計者 施⼯者の
選定⽅法を提案


適切な設計者、施⼯者の選定が実現適切な設計者、施⼯者の選定が実現
の独⾃性は持てるようになった⼀⽅、透明
性の⾼い競争による発注が必要


【詳細】契約概要
〈CM⽅式導⼊プロセス〉
１．検討段階
• ⼤学設⽴団体である⼤阪府による建設⽤に⼀時期に集中した⾦額の起債発⾏が難しい中で、建設費⽤を予算範
囲内かつ均等の⽀払いが可能な資⾦調達⽅法を⾦融機関から事業提案を受領。


• 発注者の⼈的体制、技術的補完の⾯からCM⽅式を含めた事業スキームとして組成。
２．選定審査段階


CM⽅式活⽤ステージ


事業計 基本設 実施設 施⼯ 維持


• 公募型プロポーザル⽅式によりCMRを選定。
３．積算・契約段階
• 資⾦調達スキーム内でCMRの費⽤も含めて⼀括して契約。


画 計 計 施⼯
管理


・契約期間：平成19年2⽉から平成21年3⽉まで







補⾜：本事例におけるCM業務の役割分担表
①    基本構想段階でCM契約をした場合 ⑤    ⼯事発注段階でCM契約をした場合


CMRによる CMRによる
⽀援（協働） ⽀援（協働）


CMRにアドバイス
を求めた


CMRに委託したCMRに委託した 契約に含まれた内容契約に含まれた内容
CMRにアドバイス


を求めた⽀援（協働） ⽀援（協働）
事業⽬的の設定 設計スケジュールの管理 ○
⽴地・敷地（⽤地）の選定 ⼯事発注⽅法・区分の確定 ○
施設計画の概要（必要機能、規模等）の概要 施⼯業者選定⽅式の検討 ○
概算事業費の試算 施⼯会社の選定 ○
ラフな事業スケジュールの設定 施⼯会社との契約
その他（             ） 実施設計の内容確定 ○
内部会議への出席 概算⼯事費の算出 ○


を求めたを求めた


内部会議への出席 概算⼯事費の算出 ○
外部関連会議への出席 近隣折衝の実施
②    基本計画段階でCM契約をした場合 許認可事項の申請 ○


CMRによる VE提案・決定 ○
⽀援（協働） 内部会議への出席 ○


事業計画の作成 外部関連会議への出席
基本計画の策定 ○ その他（             ）
設計与条件の設定 ○


契約に含まれた内容 CMRに委託した
CMRにアドバイス


を求めた


設計与条件の設定 ○
設計者の選定 ○ ⑥    ⼯事段階でCM契約をした場合
設計者との契約 CMRによる
内部会議への出席 ○ ⽀援（協働）
外部関連会議への出席 ○ ⼯事スケジュールの管理 ○
その他（ 資⾦調達スキーム、資⾦計画 ） ○ ⼯事実施の管理 ○
③    基本設計段階でCM契約をした場合 発注者が実施する検査業務（監理業務の検査） ○（スキームに含む）


CMRによる ⼯事費の管理 ○


契約に含まれた内容 CMRに委託した
CMRにアドバイス


を求めた


契約に含まれた内容 CMRに委託した
CMRにアドバイス


⽀援（協働） 設計変更への対応 ○
設計スケジュールの管理 ○ 竣⼯検査、引渡し ○
設計⽅針、設計与条件の設定 ○ 内部会議への出席 ○
許認可事項の検討 ○ 外部関連会議への出席
⼯事スケジュールの検討 ○ その他（  引越し業務  ） ○
⼯事発注⽅法、区分の検討 ○
基本設計の内容確定 ○


契約に含まれた内容 CMRに委託した
を求めた


概算⼯事費の検討 ○
内部会議への出席 ○
外部関連会議への出席 ○
その他（             ）
④    実施設計段階でCM契約をした場合


CMRによる
⽀援（協働）


契約に含まれた内容 CMRに委託した
CMRにアドバイス


を求めた
設計スケジュールの管理 ○ ⑦    維持管理段階でCM契約をした場合
⼯事発注⽅法・区分の確定 ○ CMRによる
施⼯業者選定⽅式の検討 ○ ⽀援（協働）
施⼯会社の選定 ○ 維持管理業務内容の決定
施⼯会社との契約 適切な維持管理費の算定
実施設計の内容確定 ○ 維持管理業者の選定（発注者⾃⾝対応を含む）
概算⼯事費の算出 ○ 維持管理業者の選定


契約に含まれた内容 CMRに委託した
CMRにアドバイス


を求めた


近隣折衝の実施 維持管理業者との契約
許認可事項の申請 ○ 維持管理業者の業務チェック
VE提案・決定 竣⼯検査、引渡し
内部会議への出席 ○ 内部会議への出席
外部関連会議への出席 外部関連会議への出席
その他（    ） その他（             ）
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